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小千谷市3地区合同勉強会・報告会

住民自治の進化の第一歩は 
ワガゴト化と見える化から

1

■人口：68,644人（H27国勢調査） 

新潟県村上地域　　　　　　　　

面積は香川県の約8割に相当 

中山間地を含め330の集落が点在
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都岐沙羅パートナーズセンターとは？ 
つ　き　さ　ら 

活動開始　　　平成11年6月1日 
法人設立　　　平成14年3月1日 

理事　　　　　９名 
事務局　　　　常勤3名、非常勤3名 

会員数　　　　正会員　　37個人・団体 

　　　　　　　賛助会員　84個人・団体 
主な活動　　　新潟県村上地域における中間支援活動 

年間予算規模　約1,000～2,700万円 
　　　　　　　（H29決算：約2,300万円） 

※行政からの運営費補助はゼロ 

※地方自治体からの委託事業が大半 

　（ただし、半分以上がNPOからの提案事業） 

◎地方自治法60周年記念総務大臣表彰受賞（2007） 
◎平成26年度ふるさとづくり大賞・団体表彰受賞（2015） 

◎第7回地域再生大賞・大賞受賞（2017）

3

これまでと 
これからは 

違う
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出典：平成30年版高齢社会白書

日本は世界で最も高い高齢化率！
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仮に、明日から出生率が2.xxになっ
たとして、人口ピラミッドが1960

年当時の状況に戻るのは・・・ 約50年以上先
7

人口減少は避けられない現実

暮らしに大きく影響するのは 

人口構成の変化
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地域における年齢層・世代の意味

65～74歳

85歳以上

数字の意味を知ると、見えてくるものが変わる

65歳以上 でもお元気な方たくさん
いらっしゃいますよね？

いま地域の住民自治を
支えている世代

75歳以上
＝後期高齢者

４人に１人が要介護３以上 
※要介護３以上の2人に１人が85歳以上というデータも 
（国勢調査より既に明らかになっている事実）

地域を支える側から 
自らが支えられる側に

高齢者
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小千谷市 1995年 2005年 2015年 2025年 2035年

人口（人） 42,494 39,956 36,498 32,106 27,445

0～14歳 6,820 5,405 4,388 3,278 2,517

15～64歳(A) 
（生産人口） 26,949 24,115 20,274 16,558 13,516

65歳～ 
（高齢者率）

8,725 
20.53%

10,388 
26.00%

11,770 
32.25%

12,270 
36.85%

11,412 
41.58%

75歳～ 3,758 5,397 6,279 7,285 7,502

85歳～(B) 826 1,510 2,211 2,559 3,199

※85歳以上の４人１人が要介護３以上／要介護３以上の2人に１人が85歳以上（国勢調査より）

Ａ÷Ｂ 32.6人 16.0人 9.2人 6.5人 4.2人

20年間で35.7%減少 今後さらに42.6%減少

20年間で24.8%減少 今後さらに33.3%減少

20年間で34.9%増

※2015年の高齢者率　新潟県平均：29.85%　全国平均：26.63%

20年間で2.5%減少

各年の国勢調査データ 社人研予測
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2015年（H27）小千谷市
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子どもたちに地域への愛着を
育み、外に出たとしても帰っ
てこられる（仕事がある／生
活できる）環境を整える。

日々の暮らしを支える 
仕組みを急いで整える。

小千谷市平均（2015） 

高齢者率：32.25% 
18歳未満同居世帯率：25.91%

小千谷市各集落の人口構成分布 
（2015年国勢調査小地域集計より作成）

2015年市平均（=偏差値50）

2015年市平均＋標準偏差（=偏差値
60）

1
8
歳
未
満
同
居
世
帯
率 

　 

高齢者率
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高齢者の状況
各年国勢調査・実績値 推計値
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人口減少・少子高齢化で 
暮らしにどんな影響が 
出てくるのか？

15
【図作成】NPO法人 秋田県南NPOセンター
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これからの地域づくりは、 

今までの延長ではなく 

これからの時代に即した 

進化が必要だ！
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少子高齢化（多老化）の進展

さらのインフラの更新による支出増

少子化／現役世代減少　→　税収減 
高齢化（多老化）　　　→　社会保障費増

行政依存体質の改善が不可欠！

住民自治の再構築！
18

大切なのは 

自分たちで考え、実行する 
という住民自治の再構築！

行政は確かにこれから大変になる。 
しかし、地域運営組織は、行政の肩代わりをやる組織ではない。

もともと地域自らでやっていたこと 
（社会の発展により行政に任せるようになってしまったこと）
を、将来に備えて再構築するための体制づくりが真のねらい。
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小規模多機能自治

これからの時代の地域づくりに求められるのは

住民活動ではなく住民事業 
経済を含めた住民自治 
分野横断による複数機能
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気づき アクション
しかし実際には、なかなか進まない

ナゼ？
必要性は何となくわかった。 

だけど今ひとつ「実感」が 

湧かない・・・。

自身の地区・集落の現状をリアルに可視化し、 

そこから見えてくる「将来見通し」と 

考えられる「手の打ち所」の選択肢を提示する。

足りないのは

ワガゴト化
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冷静に現状を見据え、将来への備えを今か
ら始める。（住民自治の進化が不可欠）

高齢者には、できるだけ長く元気でいても
らう（活躍の場がある）ことは不可欠！

若者世代は少数派。丁寧に意向を聞くとい
うことをしないと、多数派（中高齢者層）
に埋没してしまう。

若者世代は少数派。丁寧に意向を聞くとい
うことをしないと、多数派（中高齢者層）
に埋没してしまう。
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足し算ではなく 
　　　掛け算で考える
「組み合わせ」から新しい価値が生まれる。

ついでにやる
まとめてやる

23

楽しいこと ≠ 楽しみながら
単なるイベント・行事よりも 

困りごとを楽しみながら解決できる 
知恵と工夫が求められている！

課題から考えるのも大切だが… 

結果として解決される 
であってもよい。

「瓢箪から駒」は実際に多い！

楽しみながら
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何気ない会話やつぶやきの中に 

ヒントがある！

世間話は重要な仕事！
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最初は妄想

構想を練る 妄想：思いついただけ 
構想：実現の手順もある

でOK

まずはやってみる
しっかりした計画・準備は、本格実施の時でOK！ 
思いついたら、まずは小さな実験をやって既成事実
を作ってしまえ！
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この世に生き残る生き物は、 
最も力の強いものか。

進化論を唱えたダーウィンの言葉

そうではない。

そうでもない。

最も頭のいいものか。

それは、変化に対応できる生き物だ。
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歩きながら考える
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